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	　開会あいさつ。

　それでは本日の会議を始めます。

　前回の議事録の確認をお願いいたします。
　議事録は７月27日の定例会議の分と８月３日の臨時会議の分がありますが、訂正などございませんか。

　(｢ありません。｣の声有り)
　それでは、後程署名をお願いいたします。
　次に教育長の報告事項をお願いします。
　
　続投となりましたので、よろしくお願いいたします。
　この８月に入りまして、大変なご苦労を教育委員さんにお掛けした教科書採択が無事終了いたしまして、日田市の子どもたちにとって寄りよい教科書が採択できたものと思っております。ありがとうございました。ホームページ上には、９月１日付けで載せたいと思います。８月中は他の市町村の採択期間がありますので、載せたくありませんので、９月１日に出したいと思います。
　それから夏休み中に咸宜園を訪問なさる方の中で、一昨日水戸市の教育委員さん方をお迎えしました。世界遺産に向けての取り組みには大変スピーディーで素晴らしいというお褒めの言葉をいただきまして、大変嬉しかったのですが、さらに嬉しかったのは鯨岡教育長さんから、咸宜園教育研究センターが発足する時に咸宜小学校の子どもたちが休道の詩を朗唱したわけですが、「大変あれはすばらしい。子どもの取り組みとして大変気に入りました。うちも早速始めました。」と、「大変長い難しい漢文を子どもたちに覚えさせて、時々に物語らせるとようにしています。」ということでございました。萩の町も同じようにそれを行なっていますし、足利学校も論語を行なっていますので、日本国中色んなことで広がっていくと良いなと思っております。
　それから日田市の小学校の先生方が大変尊敬をし、よく見学に行っておりました奈良の付属小学校、奈良女子大付属ですが、御茶ノ水と同じように文学部の付属小学校で大変めずらしいのですが、そこから副校長の椙田萬理子先生を教職員が企画する研修の中で補助金をもらってお呼びしたのですが、九州は初めてきました。最初は来ないと言っていたのですが、咸宜園も見学していただきました。咸宜園の中で一番すばらしかったのは、いわゆる「○×（まるかけ）表」で、先生自身が自分を律して生きておられたんだなと、感心しておられました。それから職任制、委員会活動ですね、あれは大変気に入りました。淡窓先生のことは初めて知ったんだけれども、帰ってもう少し調べてみたいとおっしゃっておられました。
　日本で特別活動を取り入れたのはこの奈良の学校です。そして非常に自由な雰囲気を大事にした学校で、「戦時中は学校を閉じよ。」と言われるくらい責められたのですが、何とか保って現在に至っております。ですから、日本では大変古い自由主義の教育をしている学校として、知られています。その先生から誉められたことは、大変ありがたいことと思います。
　それから、つい先週教育長協議会が臼杵でございまして、そこで話題になったことをいくつかお話をしておきます。学校統廃合が全県的にあっちこっちで叫ばれておりますが、「どうもうまくいかない。」と、「なかなか反対運動があって、うまくまとまりません。」という声が聞こえるなかで、大変ありがたいことに日田市は、今日の大山と津江を入れてもう19校統廃合できるということは、ありがたいことであるし、あれだけ市民の附託と言いますか、声にこたえなければならない、大きな責任が正直いると思います。さらに、新しい学校の開設に向けて、仕事を進めてまいりたいと思います。
　それから統廃合したんだけれども、学校を建てる場所も決めたんだけれども、３月11日のあの大津波によって、果たしてそこで良いかいう論議がまた起きて、場所探しに市町村が動いている状況があります。香々地がそうですし、蒲江、佐伯も同じような悩みを抱えているようです。
　その時に小矢教育長さんがお見えになって、二つ大きな話をしました。一つは教職員の健康管理、今70名、延べ100名の休職者が出ている、大変多いということで、心配をなさっておられます。健康管理を学力だけではなく、しっかりやっていただきたいと、いうことでありました。もう一つの大きな問題は、教職員の研修や専従、いわゆる日本教職員組合に専従、つまりは仕事はしなくていい、給料も出しませんが組合活動をしていいですよ。という専従という制度が全国あるのですが、その専従制度の見直しをしたいということであります。例えば教職員の研修の人数が少し多すぎるのではないか、もう少し減らしたい。日田にも３人研修生がおるけれども、３人も要らないのではないでしょうか。一人くらい減らしたらどうですかと言われましたが、うちを減らすくらいなら大分市を減らしたらどうですかと、答えました。大分には何十人といるでしょう。そこを減らしたらと言ったところであります。それから、専従の件ですが九州各県、大分県を除くと各県平均９名です。全国平均10名から11名のところを大分県の場合は22名、つまり倍以上いるわけですね、だから毎年３月にその申請がでるので、３月の申請が出る前に来年からはこんなに付けないという申込みをいたしました。かなり本気で教職員の研修や専従を減らしていく、そして臨時講師比率を下げるということについて、少し本気で取り組み出したのかなと思います。大きな動きになって行くだろうなと思います。
　大きく４点お話しをいたしました。
　ありがとうございました。
　ただいまの件でご質問等ございませんか。
　なければ議事に移りたいと思います。
　議案第71号　平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、教育総務課お願いいたします。

　議案集の２ページでございます。それから右肩に「別冊資料」と書いてある資料をご覧頂きたいと思います。

　２ページをお願いいたします。歳出の一番上の行でございますが今回の教育費に掛かります補正額、３億3,979万8,000円ということで、補正後の予算が総額で１１億3,445万5,000円となります。主なものといたしましては、来年４月からの学校統合に向けたスクールバスの購入でありますとか、駐車場整備に掛かります工事請負費また、咸宜小学校、大明小中学校の校舎建設、あるいはガランドヤ古墳の保存整備事業に係る委託の補正となります。詳細につきましては、書記よりご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。
　別冊明細書及び資料により説明。
　ありがとうございました。
　ただいまの、議案第71号　平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正　予算教育費について、ご意見、ご質問はございませんか。
　一番最初、NO.１のところに、スクールバス購入費とありますが、以前統合した大明小学校はバスに英語などのビデオを付けていましたが、これには入ってないのですか。
　一学期間実施しておりまして、その状況をみながら、入れるのであれば検証の上で、考えていきたいと思います。

　まだ、状況はわかりませんか。

　朝、ビデオを流しているのは聞いております。ただ、英語という訳ではなく、音楽をかけるような形でやっていると聞いております。もう少し詳しく聴き取りをしたいと思います。

　よろしくお願いいたします。

　それから、NO.１4のガランドヤ古墳群保存整備事業の土質検査とはどんなことをするのですか。653万円となっていますが、高い気がします。
　以前、ガランドヤ古墳の保存施設の整備基本計画について、概要を説明させていただきましたが、ご存知のとおりガランドヤ古墳というのは、石室が完全に露出した状況になっております。あの石室をコンクリートのドームで囲んで、その上に土を置くようにといたしますが、気を付けなければならないのが、そのドームの中の温度とか湿度とか排水関係、そういった環境をいかに安定できるかというのが、装飾古墳を覆う上での大事な要件になります。その要件を満たすために、その土の試験を行なうのですが、まずはドーム状になっていますので、ある程度絞め固めの効く、土かどうか、それから中の温度に対しての熱伝導がどうなるのか、雨水等の排水がうまくできる構造になるのか、現在京都大学と話をしながら、大学の方で模型等も作りながら、試験をやりたいために土の絞め固め試験だとか、排水試験とか熱伝導の試験といったものをやるということで、かなり試験の費用としては高いと私どもも感じますけれども、そういった試験を慎重にやった結果をもって、実施設計に望むべきものである、といった専門家の意見もいただいておりますので、金額は高いですけれども、必要な試験だと思っておりますので、ご理解いただければと思っております。
　他にございませんか。
　NO.5の小学校管理費の備品と図書の購入の分が出てるのですが、対象校の選び方というか、寄附金で上がっているのは２０万円だけと思うのですが、この５校を対象校に選ぶ基準は何かあるのですか。順番に行くとか、何かあるのかなと。

　指定寄付となっておりますので、どの学校にということでいただいた寄附金です。ただ、一般財源で23万円という形になっておりますが、実は22年度中にいただいた寄附で、それを今年度歳出するものですから、22年度中に寄付金として歳入したものは、年度が変わりますと一般の財源になってしまいます。ですから、指定校に対する寄附です。

　
　わかりました。
　いただいた寄付については、翌年に購入に使うことになるのですか。
　寄附金20万円と書いてありますけれども、これは今年度いただいた分です。今年度いただいたものは「寄附金」として歳入をして、歳入額をそのまま歳出に回します。それが年度が切り替わりますと、この寄附金というものが一般財源化されてしまいます、たまたま今年の１月とか３月くらいにいただいたものに23万円ございましたので、これは年度を繰り越して支出をさせていただく形になっております。
　それに関連いたしまして、例えばスポーツ振興課ですね、300万出しております。それは、そういう受け皿の基金があるものですから、そこに持っていく、ですから、予算を使う時はその基金の取り崩しということで、繰り出し、繰り入れとして予算が出てきます。一般に学校にいただいている寄附は雑入という収入になりますので、そういう特定の受け皿がございません。ですからとりあえず、市の会計にいただいて、それが必要な時にそれを元手に必要なときに出しましょうというわけですから、一般財源になってしまうという違いがございます。
　他にございませんか。
（「ありません。」の声あり）
それでは、議案第71号につきまして、原案のとおり可決いたします。
　議案第72号工事請負契約（咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事（2期））の締結について、教育総務課お願いいたします。　　　　　　

　それでは議案集の３ページをお願いいたします。
　議案第72号工事請負契約（咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事（2期））の締結でございます。本案は咸宜小学校校舎の２期工事の工事請負契約を締結するにあたりまして、予定価格が１億５千万円を超えておりますので、条例の規程によりまして、市議会の議決を要しますため、そのため議会に議案を提出することについて、教育委員会の議決をいただくというものでございます。
　契約の目的は、咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事となっておりまして、今回の契約は本体工事部分の契約でございます。
　契約の方法は、共同企業体による一般競争入札ということで、契約額は６億8,775万円、相手方は江藤・渡辺建設工事共同企業体でございます。
　４ページの方に資料を揃えておりますが、工事概要でございます。今度建てます校舎は、構造がＲＣ造、鉄筋コンクリート造の４階建てで、面積が4,449.03平方メートルです。普通教室が９クラスございまして、完成後はこの鉄筋コンクリート造の４階建ての方に４年生から６年生が入る予定としております。３クラス３学年分で９クラスです。１年生から３年生が木造校舎ということになります。今は４年生から６年生が木造校舎に入っていると思いますけれども、そこは入れ替わるような形になります。
　工期は議決の翌日から平成25年１月31日までということで、２ヶ年の継続事業ということで組んでいます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第72号、工事請負契約（咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事（2期））の締結について、ご質問はございませんか。
　新築教室棟の中の児童クラブはどれにあたるのですか。
　実は放課後児童クラブについては、体育館の方ですね、屋内運動場の方に併設するようにいたしておりますので、今回の校舎棟には児童クラブはございません。
　
　わかりました。他にありませんか。
　なければ、議案第72号については原案のとおり議決いたします。
　議案第73号、工事請負契約（咸宜小学校屋内運動場新増改築建築主体工事）の締結について、教育総務課お願いいたします。
　では、議案集の５ページでございます。
　議案第73号、工事請負契約（咸宜小学校屋内運動場新増改築建築主体工事）の締結についてでございます。本案は、先程の校舎と同様でございますが、屋内運動場の工事請負契約を締結するにあたりまして、教育委員会の議決をお願いするものでございます。
　契約の目的は、屋内運動場の主体工事部分でございます。契約の方法は、共同企業体による一般競争入札で、契約額は２億1,210万円、契約の相手方は㈱谷組・㈱平成建設工事共同企業体です。
　６ページの方の工事概要ですが、構造はＲＣ造鉄筋コンクリート造の２階建てで、974.69平方メートルです。内部のアリーナ部分については、バスケットボールで２面、バレーボールで１面、バドミントンで３面程とれる面積でございます。また、会議室やシャワー室を備えまして、緊急避難施設、社会体育活動施設としての機能も持たせております。
　また、２階部分には先程申し上げましたように現在校舎の空き教室で行なっております、放課後児童クラブ用の部屋を併設する予定としております。

　工期は校舎と同様、議決の翌日から平成25年１月31日までということで、２ヶ年の継続事業でございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの、議案第73号、工事請負契約（咸宜小学校屋内運動場新増改築建築主体工事）の締結について、ご意見ご質問はございませんか。
　よろしいでしょうか。
（「はい」という声あり。）
　議案第73号につきまして原案のとおり議決いたします。
　議案第74号、工事請負契約（大明小中学校校舎新増改築建築主体工　　　　　　　事）の締結について、教育総務課お願いします。
　７ページをお願いいたします。
　議案第74号、工事請負契約（大明小中学校校舎新増改築建築主体工　　　　　　　事）でございます。本案は先程の咸宜小学校と同様に工事請負契約を締結するにあたりまして、教育委員会の議決をいただくものでございます。
　契約の目的は大明小中学校校舎の本体工事になります。契約の方法も同じく共同企業体による一般共同入札で、契約額は５億9,430万円、契約の相手方は河津・諌山建設工事共同企業体です。
　８ページの概要でございますが、日田市で最初の小中一貫校となります、構造は主に教室棟を木造２階建てといたしまして、中央部の鉄筋コンクリート造３階建て部分を挟みまして、両側に小学校棟と中学校棟を設置する予定であります。小中一貫校の特色としまして小学校と中学校が交流できるようなランチルーム、或いは図書室、それから閉校しました静修小学校、夜明小学校、大明中学校それぞれの歴史がわかるように、メモリアルスペース等も設置する予定にしておりまして、この部分を鉄筋コンクリート造の中央部分に配置する計画にいたしております。面積は3,773.57平方メートルで、工期は平成24年11月30日までの２ヵ年の継続事業となっております。
　なお、屋内運動場につきましては、現在設計を行なっている状況でありまして、この次の12月議会の方に議案を提出する予定としております。この屋内運動場におきましても、平成25年1月までに完成しまして、平成25年４月からの小中一貫校の開校に間に合うように建設を進めてまいりたいと考えております。以上でございます。
　
　ありがとうございました。
　議案第74号、工事請負契約（大明小中学校校舎新増改築建築主体工　　　　　　　事）について、ご意見、ご質問はございませんか。
　教えていただきたいのですが、小中一貫ということで、図面を見させていただいて、小学校の棟、中学校の棟があることは理解できたのですが、例えば図書室であるとか、ランチルームが一室という風に伺いました。小学校1年から中学校３年までとなると体格の違いを含めて、それの対応はどのような机椅子も含めて、わかる範囲でお願いします。
　ハード面でいいますと、図書室の書架あたりはやはり小学生用の図書を入れる分についてはその背丈に合わせて書架を入れるとか、ランチルームの椅子については、段階的にできるようなものとかありますし、テーブルの高さを変えられるものもございますので、そういった形で小学生、中学生どちらもが一緒に使えるようなサイズのものにしたいと考えております。
　
　これは入札してくるのですか。何社かして来て、一番安いのに落としているのですか。
　いわゆる一般競争入札という形で市内業者を対象としております。今回の工事については、「共同企業体」という、いわゆる組んでいただくような形で、市内のＡ級業者が８社ございまして、２社ずつ４組の共同企業体の競争入札で最低価格のところで落とすという形で取っております。
　材料に関してもなるべく県産を使う形ですよね。
　そうですね、特に校舎は木造の部分がありますし、鉄筋コンクリート造の部分も木造を多用してですね、あまり鉄筋と感じさせない、木造みたいな鉄筋にする予定にしておりますので、日田は林産地でありますし、日田の木を多用するよう業者に話しをしております。
　福岡でこども病院ができるようになりましたね。あれの入札が予定額の88％で落札したと載っておって、そんなに安い額でと思ったのですがそんなことがありますか。
　落札率ですね、これが大明小中学校がですね、97.58％、ちなみに咸宜の方も申し上げますと、校舎が98.05％、体育館が97.58％、という数字になっております。
　88％で落とせれば、だいぶ違いますからね。

　この入札は予定価格を公表して、入札をしております。

　公表してやるわけですか。そうですか。
　福岡のこども病院は公表して88％で取ったのでしょうね。
　大明小中学校は、小中一貫だからですね、やはり体格の違いもあって、やはり工夫されていると思いますが、どういったところがありますか。この校舎の部屋というか、工夫されているでしょう。今までと作り方がちがうと思いますが。
　当然、小学生と中学生では体格差がありますので、トイレであるとか蛇口の高さであるとか、窓枠の高さ、それから中の天井あたりですね、この辺も体格に合わせた形で考えております。色んな共有スペースにおいても、先程申し上げましたように、図書室の書架の高さとか、教室の後ろの荷物を置く棚の高さ、そういったところも当然配慮しながら、やっていく予定にしております。
　いろんな面で配慮していただきたいと思います。
　これの設計会社はどこですか。
　日田の「アスカ設計」です。

　設計も全て市内業者にお願いしております。

　相当勉強してやっていると思いますよ。

　９年間にわたる子どもが入るわけですから。

　校舎がはみ出る分は、用地を広げる形で良かったですね。

　グラウンドの使用配分とかは、考えられているのですか。

　小学生と中学生のということですね。

　クラスの総数が９クラスなものですから、通常の授業については十分対応できると思います。一つは部活動の関係がありますので、部活動で野球とかやっている時には、小学生が危なくないところで遊べるようにということで、サブグラウンドを設置して、そこに遊具を持っていくとか、そういう配慮をしております。
　前に戻りますけれども、大明小中学校でさっきの工事費の中に井戸を掘るのが入っていましたね。あの辺は市の水道は来ていませんか。

　市の水道がありませんので、今までも井戸で対応しておりました。たまたま道路拡幅でそこの井戸がかかったものですから、移設したところです。

　
　はいわかりました。他にありませんか。

（「ありません。」の声あり）

　それでは、議案第74号につきまして、原案のとおり議決いたします。

　議案第75号、日田市文化財保護審議会委員の委嘱について、文化財保護課お願いします。
　議案第75号、日田市文化財保護審議会委員の委嘱についてでございます。任期満了に伴います文化財保護審議会委員の委嘱をお願いするところでございます。
　まず、最初にお詫びがございます。そこの任期のところに書いてございますが、８月１日が任期ということでございまして、７月の定例会でお図りをすべきところでございました。
　委嘱をお願いします先生方につきましては、上の渡辺先生から大神先生までは再任ということでございます。それから一番下の日田市小学校社会科部会からの推薦をいただきました高瀬文弥様が新任ということでございます。
　任期につきましては、平成23年８月１日から平成25年７月31日までということで委嘱をお願いするところでございます。よろしくお願いします。
　ただいまの議案第75号、日田市文化財保護審議会委員の委嘱について、いかがでしょうか。
（「ありません。」の声あり）
よろしいでしょうか。
それでは、議案第75号、日田市文化財保護審議会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
次、報告事項にはいります。
　
寄附採納報告（平成23年７月期採納分）お願いします。
　それでは報告第13号の平成23年７月の寄附採納について、ご報告を申し上げます。
　まず、香典返しが２名３件ございます。２名３件と申しますのは、お一人の方が大明小学校、大明中学校それぞれに寄附をしていただいておりますので、２名３件ということでございます。
　そして一般寄附が３名の方、掛け軸、現金が５万円、「ビジュアル日本の歴史」という歴史書をそれぞれいただいておりまして、合わせまして金額で14万円、物品が６万７千２百円相当ということで、合計で６件の20万７千２百円相当の寄附をいただいておりますので、ご報告いたします。以上です。
　ありがとうございました。
　ただいまの寄附採納報告に付きまして、ご質問などございませんか。
　一般寄附の掛け軸は、学校に関係のあるものですか。

　新聞に少し紹介されておりましたけれども、長野さんが所有しております淡窓さんの掛け軸で、漢語ですから大宰府の菅原道真公に関するものを歌ったもので、大宰府の北九州寄りにある山に降った雪の風景を詠んだ二行詩だったと思いますけれども、掛け軸を一幅いただいております。内容については、うちの職員に読み下し分を書かせて、合わせて学校にお渡しをしております。そういった掛け軸です。
　貴重なものですね。ありがとうございます。
　他に質問はございませんか。

　なければ、次をお願いします。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　埋蔵文化財発掘調査速報展について、お願いします。
　別紙でお配りをいたしております、このカラー刷りの資料があるかと思いますが、今年も文化財発掘調査の速報展を９月の18日から11月の４日までの予定で、埋蔵文化財センターの方で行なうようにいたしております。
　これは主に平成22年度、昨年度に調査した史料等を展示するものでございまして、もう一つ別紙があろうかとおもいますが、「明かされゆく日田の歴史」と一番上に書いておりまして、その下に表があるかと思います。主には日田高のグラウンドの横の大波羅遺跡の五次調査、ここの部分のいろいろな出土品等を主といたしまして、慈眼山遺跡、桂林公民館の調査をしたもの、現在の永山城跡の調査を現在やっておりますけれども、22年度に調査をした分、それから長者原遺跡、それから銭渕遺跡、こういったものを中心に速報展を開催するように予定いたしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
　それから、資料はございませんが現在別府大学に委託をしまして、永山城、月隈公園でございますけれども、発掘調査を現在行なっているところでございます。その内容につきましては、今度の日曜日、８月28日に一般の方に現地説明会を10時から開くようにいたしております。
　それからもう一点パトリアの方で埋没林の展示をやっておりますけれども、大変たくさんの方にお出でいただいております。2,200名を超える多くの方にご覧になっていただいているところでございます。
　以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの埋蔵文化財発掘調査速報展について、ご質問などございませんか。

　９月18日から11月４日までというのは、結構期間が長いですね。ぜひ、行ってみたいと思います。

　それから、パトリアで今やっている「埋没林で何か製品を作ったらよいと思います。」というアンケートがありましたね。あれは埋没林の量がどれくらいあるかわからないと作っていいものかわからないのですけれども、推定できるのですか。

　阿蘇の第４火砕流と堆積物及び埋没樹木群というのが指定の名称となるわけですけれども、指定のものとすれば当然、「地域の指定をします川の中に埋まっているものとその区域」が指定ということでございまして、現在掘り上げている部分と言うのは、あくまでも資料という考え方です。ですから極端に言えば量はかなりの量がありますが、余程の事が無い限りはもう掘り出すことはできない、その区域外にもしあればそれを掘り返すことはできるかもしれませんが、それは把握できませんので、色んな加工品を作ろうと思っても材料を簡単にそれだけの量が入るかというのは、不明なところがありまして、今回ああいった加工品をしたのは、あくまでもこういった珍しいものが出てきたやつを日田の木工工芸とかと少しドッキングをさせて、展示会とかイベントがある時とかのＰＲ用として展示して見ていただこうという位で、あれを製品化してどうこういうことは考えておりません。
　そうですか。アンケートにそういったものがありましたので、気になりました。立派な品物でしたよね、品質も良くて。わかりました。
　では次をお願いします。
　平成22年度一般財団法人日田市公民館運営事業団決算報告、お願いします。
　別冊で33ページある厚めの資料、それから一般財団法人日田市公民館運営事業団の評議員、理事、幹事名簿というのが別に１枚でお渡ししていると思いますので、それをお出しください。
　それではご説明を申し上げます。報告第22号ということで、市議会に提出するものでございます。これは地方自治法第243条の３第２項の規程によりまして、「普通地方公共団体が資本金その他これらに準ずるものを、２分の１以上出資をしている一般財団法人並びに株式会社等については毎事業年度、政令で定める経営状況を説明する資料を作成し、これを次の議会に提出しなければならない。」となっております。従いまして、一般財団法人日田市公民館運営事業団の平成22年度の経営状況について、日田市議会９月定例会に報告をするものでございます。
　簡単に報告内容についてご説明申し上げます。中身の２ページからになります。
　この財団法人の設立目的は、市からの管理運営及び地区公民館における各種の社会教育事業を行って、市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図るということで、市民参加のまちづくりの促進に寄与することを目的に設立をしたものでございます。設立年月日については、平成23年２月16日、基本財産は300万円で全額日田市の出資でございます。実施する主な事業については、日田市から指定を受けた公民館等の管理運営、市民に対する多用な学習機会の提供、市民の学習成果・発表・活用に関する事業、市民参加のまちづくりの促進に関する事業を実施することとしております。
　評議員、理事、監事については３ページ、４ページに記載しております。なお、この３ページ、４ページにつきましては、平成23年３月31日までの役員名簿となっておりますので、現在のメンバーは別紙の１枚の資料で現在の評議員、理事、監事の方々が就任しているところでございます。
　続きまして、５ページからは本年の２月から３月までの評議員会、理事会の開催状況、さらに職員の状況、事業の実施状況を記載しております。平成22年度は主に法人の設立手続きや市生涯学習課への指定管理の申請、法人事務局の開設準備等が、平成23年２月、３月の事業の報告となります。
　続きまして７ページからが平成22年度の決算報告書でございます。この決算につきましては、公益法人会計を適用して収入、支出を行なっております。第１期の決算期間は設立した平成23年２月16日から平成23年の３月31日までとなっております。
　８ページから財務諸表になりますが、この中の16ページが収支計算書になりますこの表をもって、大まかに平成22年度の決算をご報告説明いたします。事業活動収入といたしまして、日田市からの出捐金615万円を補助金収入として受けております。預金利息が16円で平成22年度の収入合計が615万16円となっております。次に事業活動支出といたしましては、法人設立に掛かります費用、事務局の開設に掛かります費用、パソコン、机などの事務機器費用、２月、３月の臨時職員費用等で223万4,596円、それから投資活動支出として、基本財産が定期預金として300万円、合計の523万4,596円となりまして、22年度決算といたしまして、差引き23年度への繰越金が91万5,420円となります。
　なお、20ページに財産目録を記載しております。平成23年３月末の資産合計につきましては、391万5,420円となっております。
　続きまして23ページから平成23年度の事業計画書と収支予算書を掲載しております。
　24ページからは事業実施方針として、「市民に開かれ、利用しやすい施設の運営管理」、さらに「生涯学習の総合的支援」、「市民参加のまちづくり活動の支援」この三つを施策として掲げております。
　さらに26ページからは平成23年度の事業の重点として財団本部で行なう事業、さらに27ページは地区公民館で行なう事業を掲載しております。
　28ページからは具体的な地区公民館で実施する各種事業の概要を28、29、30ページのＡ３資料にあります、23年度の20館の公民館で行なう各種年齢階層にあった事業を展開する計画でございます。
　次に31ページに23年度の収支予算書を掲載しております。まず収入の部ですが公民館の貸館利用料金収入が96万5,200円、つづきまして日田市からの指定管理料収入として２億4,227万5,629円、それから補助金収入が三花公民館ですが、花いっぱい運動に対する国交省の補助金を23年度に申請いたしておりまして、これがほぼ10万円程入ってくる予定としております。負担金収入といたしましては、公民館に入居している５振興センター、それと天瀬の２支所につきまして、施設利用負担金、さらに各種教室等の受講料、地区費から活動費に充てている分等で408万3,275円を予定いたしております。さらにその他預金利子と前期繰越金からで23年度の収入予算が２億4,797万6,104円となっております。
　続きまして、支出の部ですが、事業支出といたしましては、地区公民館で各種事業、それから館長、主事の人件費、光熱水費等の維持管理で、計２億3,593万5,104円を見込んでおります。それから管理費支出としましては、法人の評議委員会の委員報酬、さらに事務局職員の人件費、法人事務局の光熱水費等の維持管理費で、1,040万9,400円を予定しております。予備費として163万1,600円で、支出合計を２億4,797万6,104円を見込んでおります。
　それから32ページは20地区公民館の事業支出の明細書を付けております。
　それから、33ページにつきましては、法人事務局の管理費の支出の明細を掲載しております。
　以上を９月市議会に法人の方から提出するようにいたしております。
　以上で報告を終ります。
　ありがとうございました。ただいまの平成２２年度一般財団法人日田市公民館運営事業団決算報告について、ご質問などございませんか。
　30ページの地区公民館事業計画などは、わかり易くてよいですね。家庭教育講演会などはしているところと、していないところがありますね。
　平成22年度までは地区ごとに150万円の活動費でお願いしていたのですが、なかなかうちの方もそれを集計して横並びにするというのができませんでしたので、法人事務局ができたおかげで、やはり日頃の活動をできるだけ有効に他の館を勉強しながら、その地区に持ってくるということで23年度から精査ができる、そして検証できるようなしくみをとって、良いところは他の公民館でもしていく、そういった体制をとって行きたいと思います。
　お互いに館ごとに学びあっていいのができていると思います。
　それから、23年度の予算につきましては、これ全部を書いているわけではありませんか。全部出揃っているわけですか。
　これはですね、うちが指定管理料として委託料を出す時の概算の経費です。ですから、維持管理費がほとんどです。一番上の事業費150万円にしておりますので、そこは各地区公民館が運営委員会の中で今年はどう150万円を使っていこうか、それは法人の方で経理の中で各地区公民館の事業費を算出していきます。
　浄化槽の検査手数料でもあるところ、ないところがありますね。
　公共下水道が入っているところは浄化槽がありませんので、合併浄化槽をしているところは検査手数料があります。
　
　日田市情報基盤整備のインターネット利用料の有無はどうしてですか。

　今年新しく引いたところ、大山、天瀬、３津江を計上しております。
　五和支所の方もあるのですね。一般家庭にはまだないのですか、市のテレビは。
　情報基盤整備事業は、振興センター管内と大山、天瀬、３津江だと思うのですが。23年度に費用がいるところだけ上げております。

　これ毎年いるわけですよね。
　はい、インターネットプロバイダー料は毎年いります。最初の加入手数料などを今年度予算上げている分と、22年度の終っている分とあります。
　インターネットプロバイダー料は咸宜、桂林はありませんね。
　咸宜、桂林は22年度中にすでに終っています。ここが、毎年必要な分と当初の年だけ必要な分と予算計上しておりますので。

　ちょっとわかりにくいですね。

　別にゼロだからインターネット環境がないわけではありませんね。
　はい、そうではありません。

　予算面にしても全部並べたらわかり易いですね。

　ほかにご質問はございませんか。

（「ありません。」の声あり）

　それではその他をお願いします。

　９月期定例教育委員会会議日程について、お願いします。
　来月の定例教育委員会、28日の水曜日15時から、会場については日程表の方は学校給食センターとなっておりますけれども、日程調整の関係で、またこちらで開催させていただきます。

　
　９月28日水曜日、15時からの会議ということで、午前中の学校給食センターを先に視察に行きます。そしてまたここに戻ってきます。その他はありませんか。
　お手元にカラーの印刷物をお手元にお配りしております。今年９月以降下期の咸宜園教育研究センターの講座でありますとか、今年のメインイベントであります私塾フォーラムについてチラシでございます。

　表の淡窓さんの肖像画がある方の右側に９月９日の第１回目講師が廣瀬資料館理事長の第11代の御当主にお願いしております。12月の25日まで全８回、その内１回目、５回目、８回目は公開講座ということでどなたが来てもいいようになっております。それ以外の方については、「スタジオ１」で行いますので、だいたい80名程度が定員と考えております。特に11月14日第５回目には、廣瀬理事長からもお願いをいたしまして、その結果知事に来ていただくことが決定をしております。ぜひ教育委員さんをはじめ、それぞれの所属長さん方も、ご参加をよろしくお願いいたします。なかなか講師のみなさんを見ますとお話をそういつも聞ける方ではありません。また、それと合わせて私塾フォーラムもパネリストも決定いたしました。
　それから、裏面のほうですが、今連携して世界遺産の登録を目指しております、閑谷学校でありますとか、足利、水戸それぞれシンポジウム等を行なうようにしております。そちらの案内を入れております。ぜひみなさん方お時間の許す限り、ご聴講をお願いしたいと思います。
　以上です。
　ありがとうございました。ぜひみなさんご参加ください。この前、水戸教育長さんからも本当に良く取り組んでおられるということで、お褒めいただきました。みなさんもご協力お願いいたします。
　それでは、他にありませんか。
（「ありません。」の声あり）

　はい、それではみなさん長時間お疲れ様でした。
　以上で、終了いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時刻：午後４時２４分
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